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　造影剤による脳血管写の際cross　circulationが得

られるが，vertebralimageを同時に得ることは出来

ない。沃度過敏症，腎障害，高令患者の場合full

studyが困難となりRI　angiogrophyがatraumatic
procedureとして選ばれる。今回演者らは99mTc－Alb。

又は脳scan時に99MTc　一　pertechnetateを用いて，

vertebro－basi　lar　imagingを試みたので報告する。

〔症例〕男4名，女6名　診断名Wallenberg　3例，他

TIA，RIND　計10症例である。
〔方法〕detector上に患者を背臥位とし99mTc－Alb。

ないし99mTc－Pertechnetate　20mciをbolus　inj㏄ti㎝

し，aortic　archのimageから2秒毎に8枚のdyna－

mic　studyを行った。この間約16秒は，胸鎖乳突筋

内側部で両側の総頸動脈を圧迫し，その後static　im・

ageを撮像した。更に脳scanを行いdelayed　scanを

加えた。10例中4例はCarotid　compression（仮称）

をしないfrontal　imagingをも施行し両者を比較検討

した。

L結果」左Wallenberg症候群68才女子例に於て脳
底動脈に入る直前で左椎骨動脈にfaintが認められ，

proximalにRIのpool　ingが認められた。更にfrontal

imagingでは右総頸動脈起始部から分岐部にかけて

RIのpoolingあり内腔の不規則なimagingが得られ

たがEMIscanではIE常像を示した。
〔考案〕臨床症状を考慮してroutineのcerebro－

vascular　imaging及びbrain　scanの際carotid

compression法を加えることによりvertebro－basi－

1ar　imagingが得られる。後頭蓋窩の血管障害が疑わ

れる症例ではbrain　scanと同時にV－Bimagingを

試み何らかの情報が得られるのではないかと考える。

但し，すでに脳硬塞を起している症例の場合seizure

等の誘発を考慮し除外しなければならない。
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の検討
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　CTスキヤンによつて脳萎縮を診断された患者の脳槽

シンチグラフイー所見を定性的（形態的）ならびに定

量的に、　C’「スキヤン所見と髄液圧所見とを加え、比較

検討した。

　対象は、脳槽シンチグラフイーに成功した128例中、

シンチグラフイー施行後1年以内にCTスキヤンで脳萎

縮を認めた15例で、その年令分布は、0～1才が3

例、42～73才が12例である．CTスキヤンでの脳
萎縮の判定は、主として、脳溝の拡大、シルビー裂の

拡大、脳室の拡大によった。シンチグラフイーは、腰

椎穿刺にて’6gYb一またはtn　In－DTPAの0．5～1．5

mCiを注入後3、6、24、48時間目に頭部の正面と
左右側面のシンチフオトを撮像し、同時にバツクグラウ

ンドおよび減衰率で補正した計数率を計測した。シン

チグラフイーの定性的所見として、脳室描画、脳槽、

特にシルビー槽の拡張像および傍矢状洞脳表の貯留像

の有無を検索し、他方定量的所見として、6時間目に

対する48時間目の計数率の比C・・／C・（％）を正面と

左右側面の3面の平均値として算出した。髄液圧は、

シンチグラフイー施行前後2週間以内で、手術などの

影響のない時期に測定された値を用いた。脳萎縮15

例のシンチグラフイーの定性的所見は、シンチグラフ

イー 施行例の中で定性的異常所見を認めなかった13

例と比較したところ、12例に脳室描画を、13例に

両側シルビー槽の拡大像を、また7例に傍矢状洞脳表

の貯留像を認めた。またこれら定性的所見の描出程度

はCTスキヤンの脳萎縮所見の程度と比較的よく一致した。

“方・これら15例の定量的所見C・s／C、は、小児3例

で321・114、成人12例で448Ll32となり、定性
的所見に異常のなかった例の値と比べ、小児と成人と

もに有意（それぞれ、Pく0．05、　P〈0．01）に高値を

呈した。また、この定量的所見は、定性的所見の内脳

槽の拡張像および傍矢状洞脳表の貯留像の出現程度と

比較的よい相関を示し、更にCTスキヤンの脳萎縮所見

の程度ともよく一致する傾向を認めた。他方、これら

15例の内髄液圧が測定されている成人11例の髄液
圧は8　t～　1　9　antnt水柱で、大多数の例が1・O・Ontnt水柱前後

またはそれ以下であった。このようなシンチグラフイ

ー所見および髄液圧所見は、CTスキヤンにて脳萎縮が

確認されていない高令者のそれとよく一致する結果を

得た。従つて、高令者に認められる特長的なシンチグ

ラフイー所見は脳萎縮が大きく関与していると考えら

れる。
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